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(57)【要約】
　コーミングの動きを提供するように構成された乳房マ
ッサージャー（図示せず）が提供される。当該乳房マッ
サージャーは、多くの直線的に配置されたマッサージ突
起部（２）を含み、マッサージ突起部（２）は、マッサ
ージ突起部（２）の直線的な配置と一致し且つ女性の乳
房（１）の皮膚に対して垂直な面において円形又は楕円
形の動きを行う。マッサージ突起部（２）は、円形又は
楕円形の動きの間に位置及び圧力が変わる皮膚上の増加
した圧力の局所的領域の直線的な配置をもたらすように
構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの胸部の皮膚に対して実質的に平行に延びるように構成された支持面における支
持表面、
　アクチュエータ、
　互いに結合された少なくとも２つのマッサージ突起部、
を含む胸部マッサージャーであって、
　前記マッサージ突起部は、前記支持面に対して平行に直線的に配置され、さらに、前記
アクチュエータは、前記マッサージ突起部の直線的な配置と一致し且つ前記支持面に対し
て垂直をなす面において円形又は楕円形の動きで前記マッサージ突起部を駆動するように
構成され、さらに、前記マッサージ突起部は、前記円形又は楕円形の動きの間に変わるよ
うな前記支持面を通る延びを生じるように構成される、胸部マッサージャー。
【請求項２】
　前記支持面を通る前記マッサージ突起部の延びの量は、前記円形又は楕円形の動きの一
部の間にゼロである、請求項１に記載の胸部マッサージャー。
【請求項３】
　それぞれのマッサージ突起部は、前記円形又は楕円形の動きの異なる位相角にて前記支
持面を通って延びるように構成される、請求項１又は２に記載の胸部マッサージャー。
【請求項４】
　前記マッサージ突起部は、堅い梁によって結合される、請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の胸部マッサージャー。
【請求項５】
　前記マッサージ突起部及び前記堅い梁は一体形成される、請求項４に記載の胸部マッサ
ージャー。
【請求項６】
　前記堅い梁はクランクシャフトによって駆動され、さらに、前記クランクシャフトは前
記アクチュエータによって駆動される、請求項４又は５に記載の胸部マッサージャー。
【請求項７】
　前記クランクシャフトは、円形の動きを実行するように構成される、請求項６に記載の
胸部マッサージャー。
【請求項８】
　第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部が第２の歯車に結合され、中間の
歯車が前記第１の歯車及び前記第２の歯車に結合され、さらに、前記第１の歯車は、前記
アクチュエータによって駆動されるように構成される、請求項１乃至３のいずれか一項に
記載の胸部マッサージャー。
【請求項９】
　第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部が第２の歯車に結合され、ギアベ
ルトが前記第１の歯車及び前記第２の歯車に結合され、さらに、前記ギアベルトは前記ア
クチュエータによって駆動されるように構成される、請求項１乃至３のいずれか一項に記
載の胸部マッサージャー。
【請求項１０】
　前記円形又は楕円形の動きは振幅において異なる、請求項８又は９に記載の胸部マッサ
ージャー。
【請求項１１】
　４つの突起部を含む、請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の胸部マッサージャー。
【請求項１２】
　前記マッサージ突起部は、プラスチックスリーブによって覆われる、請求項１乃至１０
のいずれか一項に記載の胸部マッサージャー。
【請求項１３】
　前記マッサージ突起部は、ゴム又はシリコーンのスリーブによって覆われる、請求項１
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乃至１０のいずれか一項に記載の胸部マッサージャー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザの胸部（特に乳房）の皮膚に対して実質的に平行に延びるように構成
される支持面における支持表面、アクチュエータ、及び、互いに結合された少なくとも２
つのマッサージ突起部を含む胸部マッサージャーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　母乳で育てることの利点が、大規模に行った研究によって実証されてきた。最初の６カ
月間の排他的な母乳育児、及び、２歳まで又はそれ以降の継続した母乳育児が、ＷＨＯ（
世界保健機構）によって勧められている。しかし、一部の国では、母乳育児の比はむしろ
低い。
【０００３】
　母親がその乳児を母乳で育てることを止める最も一般的な理由のうちの１つは、母親が
乳房炎症を患うことである。これは、母乳で育てることが、その乳児に対する感染及び肥
満等の多くの疾患及び状態のリスクを減らし、さらに、母親に対する乳癌の発生を減らす
ため、非常に望ましくない。
【０００４】
　乳房炎症は、乳管の排出が良くなく且つふさがるか又は詰まり、さらに、炎症が蓄積す
る場合に発生する。ふさがった領域から排出されない場合、圧力がその後ろで蓄積し、周
囲の組織が炎症性になるようにし得る。ふさがるか又は詰まった管の周りの領域は、温か
く且つ赤くあってもよく、さらに、管内で皮膚の表面の近くに位置する場合、その領域を
感じることができてもよい。乳房炎症を防ぐことは、炎症が最終的に発熱を引き起こすこ
とになり且つ多くの場合抗生物質によって治療される必要があるため、非常に重要である
。抗生物質は、母乳内に拡散することになり、さらに、乳児に移されることになり、これ
は非常に望ましくない。
【０００５】
　乳房炎症を防ぐために、最良の方法は、母乳を与えながら問題となる管をマッサージす
ることである。しかし、１つの手で乳房に対して正確なマッサージの動きを行いながらも
う１つの手で乳児を抱えることは、非常に複雑であり且つ行うのが困難である。多くの母
親にとって乳房炎症は、乳児を母乳で育てることを、母親及びその乳児に対するプラスの
効果にもかかわらず、止める理由である。
【０００６】
　特許文献１は、ケーシング内に収容されたクランクシャフトを利用するマッサージ装置
を開示している。連接棒が、クランクシャフトのクランクピンに乗せられ、さらに、ケー
シングの上面に形成された楕円形のガイドホールを通って延びている。これらのガイドホ
ールは、場所を少しずつずらして配列した関係で構成されている。クランクシャフトは一
端にて駆動され、さらに、連接棒の動きが混練の動きに対応する。マッサージ装置は、筋
肉をマッサージするよう意図され、母乳育児には適していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＵＳ４６３３８５８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　母親の乳房内の乳管から乳汁を排出するのに適したマッサージャーを提供することが本
発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明によると、この目的は、乳房マッサージャーが、ユーザの乳房の皮膚に対して実
質的に平行に延びるように構成された支持面における支持表面、アクチュエータ、及び、
互いに結合された少なくとも２つのマッサージ突起部を含み、マッサージ突起部は、支持
面に対して平行に直線的に配置され、さらに、アクチュエータは、マッサージ突起部の直
線的な配置と一致し且つ支持面に対して垂直な面において円形又は楕円形の動きでマッサ
ージ突起部を駆動するように構成され、さらに、マッサージ突起部は、支持面を通って延
び、その延びは円形又は楕円形の動きの間に変わるように構成されるということにおいて
具体化される。
【００１０】
　マッサージ突起部は、互いに対して直線的に且つ支持面に対して平行に配置される。マ
ッサージ突起部は、アクチュエータによって駆動され、さらに、支持面に対して垂直の面
において且つマッサージ突起部の直線的な配置の方向で円形又は楕円形の動きを行う。マ
ッサージ突起部は、円形又は楕円形の動きの間に支持面を通過するように構成される。円
形又は楕円形の動きの間に、乳房への突起部の圧力は、（マッサージ突起部がその縮んだ
位置にある場合の）最小から、（突起部がその延びた位置にある場合の）最大まで変化す
る。ユーザの乳房へマッサージ突起部によって実行される圧力は、マッサージ突起部が支
持面を通過する場合に増え、さらに、突起部がその延びた位置から支持面を通って退く場
合に減る。多くの直線的に配置されたマッサージ突起部がそれぞれ支持面を通って円形又
は楕円形の動きを実行する場合、その多くの突起部が、乳管が詰まるか若しくはふさがる
のを防ぐのに有用なコーミング又は蠕動の動きを模倣する動きを行う。
【００１１】
　マッサージ突起部は、円形又は楕円形の動きの間に位置及び圧力が変わる皮膚上の増加
した圧力の局所的領域の直線的な配置をもたらすように構成される。乳房炎症を防ぐため
に、最良の方法は、母乳を与えながら問題となる管をマッサージすることである。母親の
１つの手が乳児を抱えながら、乳房マッサージャーがもう１つの手で抱えられる。乳房マ
ッサージャーは、従って、子供に母乳を与えながら正しい方法で乳房をマッサージして、
乳管から乳汁を排出するのを可能にする。
【００１２】
　有利に、支持面を通る突起部の延びの量は、円形又は楕円形の動きの一部の間にゼロで
ある。円形又は楕円形の動きのこの部分にて、いかなる圧力も乳房へ実行されない。この
部分から、コーミングサイクルは再び始まることができる。ユーザの乳房に対して垂直な
圧力の量は、ゼロから最大値まで周期的に変わり、従って、乳管内の乳汁が乳頭に向かっ
て流れ且つ乳管から排出するのに寄与し、さらに、炎症の可能性を減らす。
【００１３】
　有利に、それぞれのマッサージ突起部は、円形又は楕円形の動きの異なる位相角にて支
持相を通って延び始めるように構成される。それぞれのマッサージ突起部は、マッサージ
突起部の軸又は回転に対して異なる角度で置かれる。この方法で、増加した圧力の局所的
領域が、面に対して垂直のマッサージ突起部の動きによってもたらされ、これは、隣接し
た増加した圧力の局所的領域が隣接したマッサージ突起部によってもたらされた後で生じ
る。このように、振動数シフトがもたらされる。増加した圧力の局所的領域は、その結果
、より滑らかに乳頭の方向に流れるように乳汁を刺激するマッサージの動きが達成される
ように、面に沿って通る増加した圧力の連続又は波をもたらす。これは、乳管内部の詰ま
りを取り除くのに有益である。
【００１４】
　好ましい実施形態において、マッサージ突起部は、堅い梁（ｓｔｉｆｆ　ｂｅａｍ）に
よって結合される。この構成の結果は、マッサージ突起部全てが、乳房に適用された場合
に同じ動きを行うということである。乳房マッサージャーをこの方法でより容易に製造す
ることもできる。全てのマッサージ突起部が同じ動きを行う場合、マッサージ突起部は、
乳頭に向かって流れ且つ乳管から排出するように乳汁を刺激する。
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【００１５】
　好ましくは、マッサージ突起部及び堅い梁は一体形成される。堅い梁及びマッサージ突
起部は、１つの部分品から作製され、これは、容易な製造性を可能にし、さらに、異なる
マッサージ突起部間の許容誤差を最小限にする。従って、マッサージ突起部は同じ動きを
行い、従って、乳管の出口、すなわち乳頭に向かって乳汁を流す且つ乳房内の乳管から排
出するのに寄与する。
【００１６】
　有利に、堅い梁はクランクシャフトによって駆動され、さらに、クランクシャフトはア
クチュエータによって駆動される。クランクシャフトの機構は、アクチュエータの回転を
、マッサージの動きに対するマッサージ突起部の円形／楕円形の動きに変換するために使
用される。クランクシャフトは、アクチュエータによって駆動されて、マッサージの動き
をもたらす。第２のクランクシャフトが堅い梁に接続され、さらに、駆動されたクランク
シャフトの動きに従う。第２のクランクシャフトは、マッサージ突起部の安定した動きを
行うのに寄与する。クランクシャフトが回転する場合、マッサージ突起部はそれぞれ、支
持面に対して垂直の方向且つマッサージ突起部の直線的な配置の方向で円形又は楕円形の
動きを行う。従って、アクチュエータは、突起部を間接的に駆動して、コーム様の動きを
行う。これは、ふさがれるか又は詰まった管を防ぐのに寄与する。
【００１７】
　クランクシャフトは、円形の動きを実行するように構成される。クランクシャフトの円
形の動きは、マッサージ突起部の円形の動きに直接伝えられる。マッサージ突起部はそれ
ぞれ、円形の動きを行う。突起部は、この方法で、同調的な円形の動きを行う。同調的な
円形の動きは、乳頭の乳管の出口に向かって乳汁を流すのに寄与する。これは、詰まった
乳管を防ぐのに有益である。
【００１８】
　好ましい実施形態において、第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部が第
２の歯車に結合され、さらに、中間の歯車が第１の歯車及び第２の歯車に結合され、第１
の歯車は、アクチュエータによって駆動されるように構成される。アクチュエータは第１
の歯車を駆動するように構成され、第１の歯車は、回転の動きを中間の歯車に伝える。中
間の歯車は、その結果、第２の歯車を駆動する。第１のマッサージ突起部は第１の歯車に
結合され、さらに、第２のマッサージ突起部は第２の突起部に結合される。第１の歯車は
、第１の突起部の円形又は楕円形の動きを駆動し、第２の歯車は第２の突起部の円形又は
楕円形の動きを駆動する。第１及び第２の歯車は中間の歯車を介して結合され、さらに、
アクチュエータは、第１の歯車を駆動するように構成されるため、第２の歯車は、第１の
歯車及び中間の歯車の円形の動きの伝達を介して駆動される。従って、この方法でアクチ
ュエータは全ての歯車、従って、乳房マッサージャーの全てのマッサージ突起部を駆動し
、コーミングのマッサージの動きを可能にする。
【００１９】
　別の好ましい実施形態において、第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部
が第２の歯車に結合され、ギアベルトが第１の歯車及び第２の歯車に結合され、さらに、
ギアベルトはアクチュエータによって駆動されるように構成される。第１及び第２の歯車
はギアベルトに結合される。アクチュエータはギアベルトを駆動するように構成される。
ギアベルトは、第１の歯車及び第２の歯車に結合され、さらに、第１及び第２の歯車を駆
動する。第１の歯車は第１の突起部に結合され、さらに、第２の歯車は第２の突起部に結
合され、歯車を駆動することによって、アクチュエータはマッサージ突起部を駆動する。
このように、突起部はコーム様の動きを行う。ギアベルトを適用することによって、乳房
マッサージャーの部分品の数は減らされ、さらに、アセンブリを製造する複雑さが減らさ
れる。
【００２０】
　有利に、動きは振幅において異なる。これは、女性が、その女性にとって快適である乳
房の特定の位置にて増加した圧力を調整するのを可能にする。
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【００２１】
　有利に、マッサージ突起部は、プラスチックスリーブによって覆われる。マッサージ突
起部は個々に覆われるか、又或いは、１つのスリーブにおいて覆われ得る。プラスチック
スリーブは、乳房マッサージャー、特にマッサージ突起部の容易な洗浄性を可能にする。
容易な洗浄性は、乳房マッサージャーの衛生的な使用に対して有益である。
【００２２】
　好ましくは、マッサージ突起部は、ゴム又はシリコーンのスリーブによって覆われる。
シリコーン又はゴムのスリーブは、乳房マッサージャー、特にマッサージ突起部の容易な
洗浄性を可能にする。さらに、シリコーン及びゴムは、その環境の温度、この特定の状況
においては皮膚温度を採用する材料であり、さらに、皮膚のような材質感を有し、従って
、母親が快適な乳房マッサージを経験するのを可能にする。
【００２３】
　一般に、本発明の実施形態は、ユーザの乳房上に増加した圧力の局所的領域をもたらし
、その結果、マッサージ突起部が蠕動の動きを行うように面における線に沿って通過する
増加した圧力の連続又は波をもたらす。
【００２４】
　本発明による乳房マッサージャーは、ふさがった乳管によって引き起こされたのではな
い乳房内の痛みを軽減するため、及び、母乳の生成を促進するために使用することもでき
る。
【００２５】
　本発明を満たすものの前記及び他の態様は、さらに、図面を参考にして説明及び記載さ
れることになる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】マッサージの動きが加えられた女性の乳房の二次元の概略図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による乳房マッサージャーの横断面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態による乳房マッサージャーの断面図である。
【図４】本発明の第３の実施形態による乳房マッサージャーの断面図である。
【図５】マッサージ突起部の円形又は楕円形の動きの間の表面の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１ａ乃至１ｃは、４つのマッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄがコーミングの動
きの３つの続くステップを行っている女性の乳房１の概略図を示している。アクチュエー
タ（図示せず）が、その４つのマッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを駆動している
。マッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄは、女性の乳房１の皮膚上で効果的に直線的
な動きを行っている。支持面３は、ユーザの乳房１の皮膚に対して実質的に平行に延びて
いる。支持表面（図示せず）は、乳房マッサージャー（１０、２０、３０；図２乃至４に
示されている）の一部であり、さらに、支持面３において位置し、乳房マッサージャー（
１０、２０、３０；図２乃至４に示されている）の下の乳房１の皮膚に接触している。マ
ッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄは、支持面３に対して平行に直線的に配置され、
さらに、アクチュエータ（図示せず）は、マッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄの直
線的な配置と一致し且つ支持面３の支持表面（図示せず）に対して垂直な面において円形
又は楕円形の動きでマッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを駆動するように構成され
ている。マッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄは、円形又は楕円形の動きの間に異な
る量だけ、支持面３の支持表面（図示せず）を通って延びるように構成されている。図１
ａにおいて、マッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄは、乳房１の皮膚上に触れている
が、乳房１上に圧力を実行してはいない。アクチュエータ（図示せず）は、図１ｂにおい
て示されているように、円形の動きを遂行し、突起部１２に支持面３を通過させ、マッサ
ージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを乳房１上に押し、その結果、増加した圧力の局所的
領域をもたらす。次に、マッサージ突起部は、図１ｃにおいて示されているように、円形
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又は楕円形の動きを続け、乳房１上への圧力を軽減することになる。一動作の終わりにて
、マッサージ突起部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄは、円形又は楕円形の動きを完了することに
なり、さらに、図１ａにおいて示されている開始位置まで戻ることになる。図１ａ乃至１
ｃに示されている円形の動きにおいて、マッサージの動きの方向は、乳房１の底部１ａか
ら乳頭１ｂに向かう方向にあり：突起部によって実行される円形の動きは、この方向に突
起部を動かし、突起部は、支持面３を通って延び且つ乳房１に圧力を加える。本発明の全
ての実施形態が、マッサージの動きを行って、乳管から乳汁を適切に排出させる。
【００２８】
　図２ａ乃至図２ｃは、本発明による乳房マッサージャー１０の第１の実施形態を示して
いる。この実施形態は、さらに、第１の乳房マッサージャー１０と呼ばれることになる。
第１の乳房マッサージャー１０はハウジング１１を含む。ハウジング１１は、手の中で乳
房マッサージャーを保持するためにある。ハウジング１１は、例えば形状、材料の使用及
び材質感によって、快適なユーザの経験のために設計されてもよい。ハウジングは、一端
にてハウジング１１に回転可能に固定されているクランクシャフト１３を含む。クランク
シャフト１３は、クランクシャフト１３の駆動末端にて堅い梁１５に結合されている。ク
ランクシャフト１３の駆動末端は、堅い梁１５に接続するように構成されるピン１４を含
む。堅い梁は、多くのマッサージ突起部１２に接続される。第１の乳房マッサージャー１
０においては、４つのマッサージ突起部１２が存在する。マッサージ突起部１２は、中で
も、サイズ及び支持面３の支持表面（図示せず）に対する配置が変わってもよい。堅い梁
１５及びマッサージ突起部１２は一体形成されてもよいが、直接又は例えばはめ込み形接
続器により間接的に互いに接続させてもよい。ハウジングは、クランクシャフト１３を回
転させるためのアクチュエータ（図示せず）を含む。第２のクランクシャフト（図示せず
）が、マッサージ突起部１２の安定した動きを行うために別の位置にて堅い梁１５に接続
される。第２のクランクシャフト（図示せず）も、アクチュエータ（図示せず）によって
駆動されてよく、又は、クランクシャフト１３の動きに従ってもよく、堅い梁が支持面３
に対して垂直の面において均一の円形の動きを行うということを効果的に確実にしている
。
【００２９】
　図２ａは、コーミングサイクルの開始位置を示している。堅い梁１５及びマッサージ突
起部１２は、マッサージ突起部が乳房１から最も遠くにある、すなわち、乳房１から引っ
込められた位置にある。この位置において、突起部１２は、支持面３を通って延びてはい
ない。アクチュエータ（図示せず）は、矢印Ｒの方向において円形の動きを行うようにク
ランクシャフト１３を駆動する。円形の動きの間、マッサージ突起部１２は、支持面３の
支持表面（図示せず）を通過する。図２ｂは、クランクシャフト１３が、図２ａの位置の
反対の接線の位置にあり、その結果、堅い梁１５及び延びた位置にあるマッサージ突起部
１２がここで乳房に触っていることを示している。この位置において、突起部１２は、支
持面３を通るその延びた位置にある。この位置において、マッサージ突起部は、乳房１の
局所的領域にて最も高い圧力を及ぼす。後に、クランクシャフトは、図２ｃにおいて示さ
れているように、方向Ｒにおいてさらに回転し続け、さらに、マッサージ突起部１２は乳
房１から引っ込み、従って、乳房１の局所的領域にて、増加した圧力を減らす。次に、マ
ッサージ突起部１２は、乳房１からさらにハウジング内まで、図２ａにおいて示されてい
る第１の位置の方向にさらに動く。クランクシャフト１５の円形の動きは、従って、支持
面３に対して垂直な面におけるマッサージ突起部１２の円形の動きに移される。マッサー
ジ突起部１２は、乳房１の皮膚上を滑る。この方法で、ユーザは、女性の乳房１の上でコ
ーミングの動きを実行することができる。
【００３０】
　図３は、本発明による乳房マッサージャー２０の第２の実施形態を示している。この実
施形態は、さらに、第２の乳房マッサージャー２０と呼ばれることになる。第２の乳房マ
ッサージャー２０はハウジング（図示せず）を含む。ハウジング（図示せず）は、手の中
で乳房マッサージャー２０を保持するためにある。ハウジング（図示せず）は、例えば形
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状、材料の使用及び材質感によって、快適なユーザの経験のために設計されてもよい。乳
房マッサージャー２０は、多くの歯車２４、２５、２６、アクチュエータ２８及び伝動装
置２９によってピン（図示せず）の周りを回転するようにそれぞれ構成される多くのマッ
サージ突起部２２、２３をさらに含む。アクチュエータ２８は、第１の歯車２４を駆動す
るように構成され、第１の歯車２４は回転の動きを中間の歯車２６に伝える。中間の歯車
２６は、マッサージ突起部２２、２３には結合されない。中間の歯車２６は、その結果、
第２の歯車２５を駆動する。第１のマッサージ突起部２２は第１の歯車２４に結合され、
さらに、第２のマッサージ突起部２３は第２の突起部２３に結合される。第１の歯車２４
の回転が、第１の突起部２２に、支持面３に対して垂直な且つマッサージ突起部２２、２
３の直線的な配置と一致する面において円形又は楕円形の動きを行わせ、第２の歯車２５
が、第２の突起部２３に、第１の突起部２２と同じ面において円形又は楕円形の動きを行
わせる。第１及び第２の歯車２４、２５は中間の歯車２６を介して結合され、さらに、ア
クチュエータ２８は第１の歯車２４を駆動するように構成されるため、第２の歯車２５は
、第１の歯車２４及び中間の歯車２６の円形の動きの伝達を介して駆動される。従って、
この方法でアクチュエータ２８は、全ての歯車２４、２５、２６、従って、乳房マッサー
ジャー２０の全てのマッサージ突起部２２、２３を駆動する。マッサージ突起部２２、２
３は、マッサージ突起部２２、２３の直線的な配置と一致し且つ支持面３の支持表面３１
に対して垂直な面において円形又は楕円形の動きを行う。マッサージ突起部２２、２３は
、円形又は楕円形の動きの間に変わる量だけ、支持面３の支持表面３１を通って延びるよ
うに構成される。突起部２２、２３は、異なる位相角にて支持面３の支持表面３１を通っ
て延び始めてもよい。従って、マッサージ突起部２２、２３は、支持面３の支持表面３１
に対して垂直なマッサージ突起部２２、２３の動きによってもたらされる増加した圧力の
局所的領域が、隣接する増加した圧力の局所的領域の後で生じるように方向づけられる。
従って、マッサージ突起部２２、２３は、位相変化して配置される。この方法で、増加し
た圧力の局所的領域は、マッサージ突起部が特別な形のコーミングの動き：蠕動の動きを
行うように、面に沿って通過する増加した圧力の連続又は波をもたらす。突起部２２、２
３が同時に延びる、すなわち、突起部間で位相差がない場合、通常のコーミングの動きが
得られる。
【００３１】
　図４は、本発明による乳房マッサージャー３０の第３の実施形態を示している。この実
施形態は、さらに、第３の乳房マッサージャー３０と呼ばれることになる。第３の乳房マ
ッサージャー３０はハウジング（図示せず）を含む。ハウジング（図示せず）は、手の中
で乳房マッサージャー３０を保持するためにある。ハウジング（図示せず）は、例えば形
状、材料の使用及び材質感によって、快適なユーザの経験のために設計されてもよい。乳
房マッサージャー３０は、ギアベルト２７、多くの歯車２４、２５、２６、アクチュエー
タ２８及び伝動装置２９によってピン（図示せず）の周りを回転するようにそれぞれ構成
される多くのマッサージ突起部２２、２３をさらに含む。アクチュエータ２８は、ギアベ
ルト２７を駆動するように構成される。第１の歯車２４はギアベルト２７に結合される。
第１の歯車２４はギアベルト２７によって駆動される。ギアベルト２７は第２の歯車２５
にも結合され、第２の歯車２５を駆動する。第１のマッサージ突起部２２は第１の歯車２
４に結合され、さらに、第２のマッサージ突起部２３は第２の歯車２５に結合される。第
１の歯車２４が第１の突起部２２の円形又は楕円形の動きを駆動し、第２の歯車２５が第
２の突起部２３の円形又は楕円形の動きを駆動する。第１の歯車２４は第１の突起部２２
に結合され、第２の歯車２５は第２の突起部２３に結合され、アクチュエータ２８はギア
ベルト２７を駆動するように構成され、さらに、ギアベルト２７は第１及び第２の歯車２
４、２５を駆動するため、マッサージ突起部２２、２３がアクチュエータ２８によって駆
動される。この方法で、マッサージ突起部２２、２３は、マッサージ突起部２２、２３の
直線的な配置と一致し且つ支持面３の支持表面３１に対して垂直な面において円形又は楕
円形の動きを行う。マッサージ突起部２２、２３は、円形又は楕円形の動きの間に変わる
量だけ、支持面３を通って延びるように構成することができる。突起部２２、２３は、異
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ジ突起部２２、２３は、支持面３の支持表面３１に対して垂直な第２のマッサージ突起部
２３のうちの１つの動きによってもたらされる増加した圧力の局所的領域が、第１の突起
部２２によってもたらされた隣接する増加した圧力の局所的領域の後で生じるように方向
づけられる。従って、マッサージ突起部２２、２３は、位相変化して配置される。この方
法で、増加した圧力の局所的領域は、マッサージ突起部が特別な形のコーミングの動き：
蠕動の動きを行うように、面に沿って通過する増加した圧力の連続又は波をもたらす。
【００３２】
　図５は、マッサージ突起部２２、２３がその円形又は楕円形の動きの間に支持面３の支
持表面３１を通って延びている、支持面３の底面図を示している。マッサージ突起部２２
、２３は、異なる位相角にてそれぞれ第１及び第２の歯車（図示せず）に結合される。こ
の方法で、支持面３を通るそれぞれのマッサージ突起部２２、２３の延びは異なっている
。マッサージ突起部２２、２３の外観が大きいほど、支持面３を通る延びは遠い。異なる
角度にてマッサージ突起部２２、２３を配置することによって蠕動の動きが行われ、この
蠕動の動きは、正しい方向において適用された場合に、乳頭の乳管の出口に向かって流れ
、さらに、乳管から適切に排出されるように乳管内の乳汁を刺激する。矢印Ｐは、蠕動の
動きの方向を示している。
【００３３】
　第２及び第３の乳房マッサージャー２０、３０において適用されるように、マッサージ
突起部２２、２３をピン（図示せず）の周りで回転させ、従って、マッサージ突起部２２
、２３を乳房１上で転がすことによって、マッサージ突起部２２、２３と乳房１の皮膚と
の接触摩擦が、第１の乳房マッサージャー１０の滑るマッサージ突起部１２と比較してか
なり減らされることになる。これは、より小さく且つ弱いアクチュエータ２８の適用が、
全てのマッサージ突起部２２、２３を駆動するのを可能にする。
【００３４】
　全ての実施形態において、マッサージ突起部１２、２２、２３は、プラスチック、ゴム
又はシリコーン等から作製されたスリーブ（図示せず）で覆うことができる。マッサージ
突起部１２、２２、２３は、個々に又は１つのスリーブ（図示せず）において全て共に覆
うことができる。スリーブ（図示せず）は、乳房マッサージャー１０、２０、３０、特に
マッサージ突起部１２、２２、２３の容易な洗浄性を可能にする。容易な洗浄性は、乳房
マッサージャー１０、２０、３０の衛生的な使用に対して有益である。さらに、シリコー
ン及びゴムは、その環境の温度、この特定の状況においては皮膚温度を採用する材料であ
り、さらに、皮膚のような材質感を有し、従って、母親が快適な乳房マッサージを経験す
るのを可能にする。
【００３５】
　乳房マッサージャー１０、２０、３０が、増加した圧力の局所的領域が乳房１の底部１
ａから乳頭１ｂに向かう方向で動くように方向づけられる場合、乳管内の乳汁は乳頭１ｂ
に向かって刺激され、さらに、乳管から適切に排出されることになる。
【００３６】
　説明の容易さのために、４つ又は５つのマッサージ突起部１２、２２ａ、２２ｂ、２２
ｃ、２２ｄを使用して本発明は記載されてきたけれども、本発明による乳房マッサージャ
ー１０、２０、３０は、２つ、３つ、６つ、７つ、８つ等、異なる数の突起部１２、２２
ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄも含んでよい。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月26日(2016.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの胸部の皮膚に対して実質的に平行に延びるように構成された支持面における支
持表面、
　アクチュエータ、
　互いに結合された少なくとも２つのマッサージ突起部、
を含む胸部マッサージャーであって、
　前記マッサージ突起部は、前記支持面に対して平行に直線的に配置され、さらに、前記
アクチュエータは、前記マッサージ突起部の直線的な配置と一致し且つ前記支持面に対し
て垂直をなす面において円形又は楕円形の動きで前記マッサージ突起部を駆動し、従って
、コーミング又は蠕動の動きを模倣する動きを行わせるように構成され、さらに、前記マ
ッサージ突起部は、前記円形又は楕円形の動きの間に変わるような前記支持面を通る延び
を生じるように構成される、胸部マッサージャー。
【請求項２】
　前記支持面を通る前記マッサージ突起部の延びの量は、前記円形又は楕円形の動きの一
部の間にゼロである、請求項１に記載の胸部マッサージャー。
【請求項３】
　それぞれのマッサージ突起部は、前記円形又は楕円形の動きの異なる位相角にて前記支
持面を通って延びるように構成される、請求項１又は２に記載の胸部マッサージャー。
【請求項４】
　前記マッサージ突起部は、堅い梁によって結合される、請求項１又は２に記載の胸部マ
ッサージャー。
【請求項５】
　前記マッサージ突起部及び前記堅い梁は一体形成される、請求項４に記載の胸部マッサ
ージャー。
【請求項６】
　前記堅い梁はクランクシャフトによって駆動され、さらに、前記クランクシャフトは前
記アクチュエータによって駆動される、請求項４に記載の胸部マッサージャー。
【請求項７】
　前記クランクシャフトは、円形の動きを実行するように構成される、請求項６に記載の
胸部マッサージャー。
【請求項８】
　第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部が第２の歯車に結合され、中間の
歯車が前記第１の歯車及び前記第２の歯車に結合され、さらに、前記第１の歯車は、前記
アクチュエータによって駆動されるように構成される、請求項１又は２に記載の胸部マッ
サージャー。
【請求項９】
　第１の突起部が第１の歯車に結合され、第２の突起部が第２の歯車に結合され、ギアベ
ルトが前記第１の歯車及び前記第２の歯車に結合され、さらに、前記ギアベルトは前記ア
クチュエータによって駆動されるように構成される、請求項１又は２に記載の胸部マッサ
ージャー。
【請求項１０】
　前記円形又は楕円形の動きは振幅において異なる、請求項８に記載の胸部マッサージャ
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ー。
【請求項１１】
　４つの突起部を含む、請求項１又は２に記載の胸部マッサージャー。
【請求項１２】
　前記マッサージ突起部は、プラスチックスリーブによって覆われる、請求項１又は２に
記載の胸部マッサージャー。
【請求項１３】
　前記マッサージ突起部は、ゴム又はシリコーンのスリーブによって覆われる、請求項１
又は２に記載の胸部マッサージャー。
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